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 第37回となります会長の時間を始めます。 皆さ

ん、こんにちは、本日のご出席誠にありがとうござい

ます。 

 本日は人吉ロータリークラブ創立記念おめでとうご

ざいます。1957年昭和３２年５月２５日に創立しまし

た。明日で人吉ロータリークラブは満６７才の誕生日

となる訳です。 

 また本日は私の念願でもありました新入会員の歓迎

会を同時開催出来ますことを大変喜んでおります。来

年もまた創立記念日にはその年に入会してくれた会員

の方々全員を歓迎する日となれば、増強にもつなが

り、大変ありがたいと思っております。 

        

 国歌斉唱・Ｒソング斉唱 

 会長の時間 

 幹事報告 

 出席率報告、会務報告 結婚記念祝い 

 人吉ＲＣ創立記念卓話  

 寄付カード 

 先週は地区大会出席のため、例会をお休みさせて頂

きました。私と小笠原幹事は前日の会長幹事会・希望

交流会に出席致しました。また中川理事、水野委員長、

新堀委員長とは親睦ゴルフコンペ参加のため前日の

１６日から日田入り致しました。台湾訪問でも２泊の

ところを日田に３泊して頂きました。 

 大会に参加頂きました会員の皆様、本当にありがと

うございました。また、岩井エレクト、伊久美次年度

幹事には引率役として、バス・宿泊・人吉ナイト・二

次会等などお世話を頂きありがとうございました。 
 記念講演は「アフリカ地域医療への取り組み」とし

てＮＰＯ法人ロシナンテスの理事長、医者の川原尚行

氏のスーダンでの取り組みのご紹介がありました。 

 川原氏の話をもっと多くの方に聞いて頂きたいと

皆さん口々に言っておられました。というのも講演会

が本会議後半、終了に近い時間でしたので会場席はス

カスカの状態、非常にもったいないと感じた次第で

す。ロータリーには学びの機会がたくさんあります。

チャンスに気づくか、見過ごすか。月並みですがチャ

ンスは与えられるものではなく、つかみに行くもの、

幸せは存在するものではなく、感じるもの。解ってい

てもなかなか出来ませんよね。少しの気づきを実践す

ることが、自分の人生を良い方向へ作用してくれると

思っています。来年は熊本での地区大会となります

が、是非多くの会員の方に参加して頂きたいと思いま

す。 

  

 本日は後ほど再びご挨拶がありますので、この辺で

切り上げます。本年度の人吉ロータリーのテーマは

「コ・クリエーション（共創）復興の希望を生み出そ

う」です。本日の復興短歌は  
 
 塚ちゃんが 被災のワイン 掘り起こし 

    冷えててうまい と涙ぐむ 
 
水害の後始末の途中に、泥にまみれたワインを開け

て、ほんのひと時の心の安らぎに反して悔しい複雑

な心境を詠みました。会長の時間を終わります。 

 

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「奉仕の理想」 

通 算 3 2 0 2 回 

2 0 2 4 年 5 月 2 4 日 

第 ３ ７ 回 例 会 



    幹事 小笠原賢治 

 
 
≪連絡事項≫ 

・地区ローターアクト第39回研修会 

 6/22（土）6/23（日）について）  

・第36回熊本グループ留学生交流会（国際交流会） 

 のご案内 

・ハイライトよねやま 290号 

・指宿ＲＣより週報 

・熊本南RCより 休会のお知らせ 
  
今後の例会予定 

5月31日 クラブ協議会前半12：30～ 

6月7日  賀寿会18時30分～ 

6月14日 クラブ協議会後半12：30～ 

6月21日 最終例会12：30～ 

6月28日 休会（韓国慶山ＲＣ行事参加のため） 

 

 

   委員 吉野孝司 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【Ｒ情報委員会】 

 

    人吉ロータリークラブ創立記念卓話  

                    

                 

 

 

 

 

       

  

     

・ロータリークラブは1905年シカゴで誕生しました。

青年弁護士ポール・ハリスがよりよい社会を創ろうと3

人の友人と語らい、1905年（明治38年）2月23日に第1

回の会合を開いたのがロータリークラブの始まりで

す。 

・日本のロータリーは1920年（大正9

年）に三井銀行の重役であった米山梅

吉氏がシカゴのロータリー事務局から

委任され、初めて東京に創立されまし

た。正式に加盟承認されたのは1921年

（大正10年）4月1日のことです。 

 

 

現 会 員 数   48名 出席免除会員数 0名 

出席義務会員数 48名  

欠 席 者 数 8名 
 

出 席 者 数 40名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(-) 会場(40) 

堤 正博会員 
               
1974年12月6日入会 
           
ロータリー歴４９年 



・九州では、1933年（昭和8年）福岡ロータリークラ

ブが設立されたのが最初です。その後、門司、長崎

そして熊本ロータリークラブが1939年（昭和14年）

に4番目のクラブとして誕生しました。 

 

・戦後1956年（昭和31年）、熊本RCの会長に瑞鷹酒

造の吉村常助氏、幹事に古荘本店の金沢大四郎氏が

就任され、熊本県内にロータリークラブ設立の努力

をされました。 

・人吉ロータリークラブの創立の

歴史ですが、まず1933年（昭和8

年）10月30日人吉に城南無尽（現

在の熊本銀行）が設立され、当時

人吉市長の高島愛之氏の息子の高

島昂三氏が社長に就任しました。

また、堤酒造初代の堤治助氏が取

締役として参加しています。その

後、城南無尽は肥後無尽と合併し、1952年（昭和26

年）10月20日に肥後相互銀行となりました。高島昂

三氏が肥後相互銀行の初代社長となりましたが、当

時の熊本RCの会長でもありました。 

・吉村常助会長は高島昂三氏に人吉にロータリーク

ラブを作るよう依頼されました。高島氏は古荘氏と

も深い関係がありました。 

 

・高島昂三氏は人吉の地にロータリークラブを作る

べく有力者を回られました。1957年（昭和32年）3～

4月頃に熊本の高島氏宅に神戸政郎氏（人吉テックス

工業）、藤村正典氏（球磨川林業）、上妻進氏（人

吉木材市場）、須子忠俊（人吉製材事業協組）、堤

貞雄氏（堤病院）等が集まり意見を交わし、また熊

本RC例会にも出席したりしました。また、吉村氏に

も人吉に来ていただき、アドバイスを受けるなどし

ていたようです。 

・できるだけ当時の黒川巌ガバナー年度に設立でき

るよう急がれていたようです。 

・そして1957年（昭和32年）5月25日に”なべや旅館

“にて午後3時より創立総会を開くことに至りまし

た。なお、ＲＩ本部の正式承認は6月6日となってい

ます。 

 

・チャーターメンバー：藤村正典（幹事）、稲富良

雄、泉万次郎、釜田元次郎、神戸政郎（会長）、上妻

進、三角光雄、宮田清、森田勝五郎、中津留覚助、那

須六平、岡本大蔵、須子忠俊、田村和一、富田清作、

堤貞雄、堤治助、山口宏、山本博、山本定喜、山崎庄

次郎、淵田長一郎（名誉会員：人吉市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寄付カード】   

〈ニコニコ箱〉      

・クラブ創立記念全員スマイル    

 

 

  

 

      点 鐘   北 昌二郎 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇北会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

◇乾杯 堤正博パスト会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇新会員挨拶（紹介）                                           

                                                                                        

 

吉野孝司会員 

冨森 将会員 

◇閉会 岩井和彦会長エレクト 

◇手に手つないで 

山口貴弘会員     

吉沢雅人会員 

愛甲 碧会員 


